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『毎年BentleyU niversityからの MBA一行を迎えてJ

近藤

Bos句n駐在日寺代にごt象があって、Waltha皿に
あるBentleyCollegeの日本ビジネスコースに講

義に行くことが数回ありました。

Harv紅 d大学のEzraVogel教授の "JapanAs
NumberOne"と言う本が出た後であり、学生た

ちの関心は f日本的経営jについてでした。そこ

で、 f米国法人での経営方針は、一樹句米国企業

とどう違うのか?J、又「日本での日本的経営と

はどう違うのか?Jと言う内容が主な講義でしむ

当時の日本電子米国法人(JEOLUSA， Inc.)に
は約300人の社員がおり、営業・業務・技術が

3分のl、残りの3分の2の200人はアフター

サービスのエンジニア。 米人が260人、日本

人はボストンだけで20人、全米12カ所の支庖

を含めて40人カ可動いていました。

私は 9年の駒主を経て1993年1月からは

圏内営業担当として日本での仕事に変わりまし

た。ところが BentleyCollege担当教授から

:MBAを目指している大朝涜の学生たちが日本へ
S加dyTea皿 として行くので、受け入れて講演を

して欲しいとの要請を受けました。

これがきっかけで、 19 9 3年以来毎年、

Bentley College (昨年からUniversi勿と名称

変更)のl¥1BAStudy Teamを当社で受け入れ、

私の講義と、社員との昼食交流会を行っています。

講義の内容は毎年若干変わりますが、基本的に

は、下記のような内容です。

1.企業が経営破綻する要因。

2.経営再建にあたって重要なこと。
3.宇土員のmotivationをし1かに高めるか?
4. MEBO(マネジメント ・パイアウト)による

独立、会社は誰のものか?

日本人相手の講演では、終わってからの質問は

そう多くはありません。しかしアメリカの学生た

ち(国籍は多種多様です)は、講義の途中でもど

んどん手を挙げて質問してきます。

最近は日本的経営に知識が少ない学生が多く、

「人を大切にする経営現念J~こついて驚きをもっ

て質問する学生が多いです。特に当社は就業規則

宣之

7 

で70歳までの雇用を制度化しているので、そう

した雇用慣行でも19年間黒字を維持し続けて

いる理由を聞かれることがよくあります。

講義のあとは、英語のできる当社の社員10人

ほどとランチをとりながらの懇談会を 1時間ほ

ど行し、ます。社員の英語力は TOEIC 865-

965点くらいで、 十分コミュニケーションをと

れます。 20代-----30代の同世代同士であり、話

がはずみます。

2週間の日本へのStudy'Iburで当社以外は有

名大手企業や業界・経済界の団体を訪問していま

すが、終わってからの感想では、日本レーザー訪

問が一番印象に残っていると言ってきておりま

す。この様な交流を長い間続けられることも識に

有り難いことで、 そのご縁に感謝しております。

2008年9月15日の米国リーマンブラザ
ーズ・ショックから早くも丸4年、未だ世界経済

は不安定です。欧州でも経済危機は解決の目途す

ら立っていません。

こうした時代にバブル崩壊後「失われた20

年Jと欧米からコケにされてきた日本が、「成長

なき新しい時代Jのフロントランナ}となって行
くと思います。

米国BentleyUniversityの若い:MBA学生と

の交流を通じて、 「信頼、魅力そして共感J= 
“Con:fi.dent、Appealand R.espect" の思念を
発信し続けています。

そして毎年1人程度夏休みの 3ヵ月間に海外

学生をインターンとして受け入れています。来年

6月からは、 Boston在住の学生をインターンと
して迎え入れ、「進化した日本的経営Jを学んで

貰うと共に、若い世代の交流を更に推進して行く

つもりです。(日本ボストン会副会長。

追記: 筆者は自分自身を成長させた佐事の住方

として「・ビジネスマンの君に伝えたい40のこ

と」に纏め2012年8月、 附あさ出版、東京、か

ら発行されまし丸定価本体1400円+税。
住報担当俣野)


